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包有岩の示す流理構造

南アルプスの北端にある甲斐駒ガ岳鳳風

山塊は約2,300mに達する大比高をもって

甲府盆地にのしかかっている花嵩岩山地であ

る.この山地の東麓には西南日本と東北日

本の地質学的な境界をなす大きな断層(糸魚

川一静岡線)が南北に走っている.

この花嵩岩の中には塩基性包有岩塊が

かなり濃集している部分カミがあり写真に見

るようにそれカミ定方位配列を示すことが

ある.これは花開岩体力堪入してくるとき

の花闇岩物質の流れを反映していると考えら

れている､

昭和のはじめ散大塚弥之助教授はこの

よう庄定方位配列などからこの花嵩岩体の

迷入機構を推定した.大武川流域の調査研

究によるとその結論は必ずしも全面的に賛

成することはできないが先人のたたいたで

あろう同じ露頭の前に立つとそぞろ当時の

山歩きの辛苦がしのぱれるのである.

第9回所内耳貞コンクｰル参加作品｢包宥砦の示す流理構造｣地質都河内洋佑

鰯海外旅行

○燃料部石油課星野一男技官はコロンピア犬学で防災技

術の岩眉物性学的研究のため去るユ2月ユO目羽田発1カ

年の予定で留学した

○鉱味部非金属課上野三義技官はインドネシア国の鉱物

資源開発技術援助ならび指導のため去る12月17日謁田か

らインドネシア地質調査所へ串発した期聞は1カ年の

予定

○地質部平山健技官はかねてからイラン国の地質調査所設

立の技術援助のため同国テヘランヘ出張中であったが国

内資料収集のため去る12月9目一時帰国したなお

同技官は1月25日再渡航したなおイラン滞在期間は40

年10月下旬までの予定

鰹留学生の受入れ

○ドイツ連邦地質調査所科学實ウオルフガング･ザｰメス

(WolfgangSa㎜es)氏は国際科学技術交流計画に基

づき構造地質学の研究のため'去る年月昌来目地質都

で研究中なお留学期間は本年6月27目までの6ヵ月間の

予定

⑧

伀

台湾省水利局技士万献銘(WanHsien･mi㎎)氏は目

米合同第三国研修計画により応用地質学の研修のため

去る1月15目来目地質部で研修中なお研修期間は3月

1蝸までのカ2月の予定

あとがき

ニュｰスの発行が非常に遅れ読者各位にご迷惑をおかけい

たしておりますいましばらくご猶予下さるようお願い

します･
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